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３
月
６
日
（土
）
夜
、
布
場
ス
キ
ー
場
に
て
、

「第
５２
回
湯
沢
温
泉
雪
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
、

子
ど
も
た
ち
に
よ
る
鳥
追
い
や
雪
雷
太
鼓

（写
真
①
）
、
１
０
０
人
に
よ
る
タ
イ
マ
ツ
滑

降
、
雪
中
花
火
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

毎
年
恒
例
の
ミ
ス
駒
子
コ
ン
テ
ス
ト
は
、

応
募
総
数
１
０
８
人
の
中
か
ら
、
長
友
　
美

貴
子
さ
ん

（東
京
都
港
区
）
、
駒
形
　
美
香
さ

ん

（大
和
町
）
、
近
藤
　
悠
さ
ん

（埼
玉
県
所

沢
市
）
（写
真
①
・
左
か
ら
）
の
３
人
が
選
ば

れ
ま
し
た
。

▼
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一町
・・・長
施
稜
芳
舟
馳採
説
穴老
じ

３
月
５
日
、
町
議
会
の
開
会
に
先
立
ち
、
町

長
か
ら
平
成
１６
年
度
の
施
政
方
針
が
表
明
さ

れ
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
そ
の
要
旨
を
掲
載
し
ま
す
。

と

算
要
求
を
し
た
と
こ
，ろ
で
す
が
、

町
は
具
体
的
な
計
画
内
容
の
提
示

と
早
期
事
業
着
手
を
要
望
す
る
と

と
も
に
、
直
轄
事
業
メ
外
の
も
の

に
つ
い
て
も
最
大
限
の
支
援
を
要

望
し
て
い
き
ま
す
。

県
に
お
い
て
は
、
一弄
１５
ロ
ワ
‐

キ
ン
グ
部
会
で
県
と
し
て
の
支
援

内
容
の
提
案
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

早
急
に
そ
の
内
容
の
整
理
と
検
討

を
行

い
、
内
容
の
精
度
を
高
め
て

い
た
だ
く
と
と
も
に
兎
な
る
追
加

支
援
を
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

町
は
、
「道
の
駅
」
及
び
関
連
施

設
の
調
査
を
行

い
、
基
本
計
画
の

検
討
を
行
う
と
と
も
に
、
国
庫
補

助
事
業
の
街
な
み
環
境
整
備
事
業

ヽ

の
「協
議
会
活
動
助
成
事
業
」
を
要

望
し
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
↓ヽ
れ
か
ら
、
具
体
的
な
方
策
の

清
津
川
ダ
ム
計
画
中
止
後
の

三
俣
地
域
振
興
計
画

町
は
、
住
民
の
普
さ
ん
か
ら
の

要
望
を
取
り
ま
と
め
、
昨
年
６
月

に
開
催
さ
れ
た
第
３
ロ
ニ
倶
地
区

地
域
振
興
整
備
検
討
会
に
要
望
し
、

具
体
的
な
検
討
を
童
ね
て
き
ま
し

た
。
そ
の
過
程
に
お
い
て
、
三
俣
地

域
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
す
る
と

と
も
に
、
優
先
妥
Ｙ
項
目
を
整
理
・

選
定
し
、
昨
年
十０
月
の
住
民
説
明

会
を
経
て
、
第
１３
ロ
ワ
‐
キ
ン
グ

部
会
に
そ
の
早
期
実
現
を
図
る
よ

う
提
示
し
ま
し
た
。

国
は
、
清
滓
川
護
岸
整
備
や
回

道
１７
子

の
直
轄
事
業

の
項
目
と

「道
の
駅
」
の
強
要
性
の
調
査
に
つ

い
て
、
昨
年
８
月
に
調
査
費
の
枇

努
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

微
快
率
向
上
に
あ
た

っ
て
は
、

具
体
的
な
数
値
目
採
を
設
定
し
た

十
で
、
滞
納
綜
逮
額
の
結
減
を
図

り
、
更
に
現
年
度
課
税
分
の
滞
納

話
し
合

い
等
を
進
め
る
た
め
、
住
　
　
発
生
の
抑
制
に
取
り
組
ん
で
い
き

民
総
意
の
新
た
な
組
織
の
設
立
が
　
　
ま
す
。
　
　
　
　
メ

蜂
妥
と
の
こ
と
か
ら
、
三
俣
】
町

　

　

長
引
く
経
済
不
況
の
中
、
抜
本

内
に
出
向

い
て
そ
の
設
立
を
要
請

　

的
微
惧
対
策
が
な
い
状
況
で
あ
り

し
、
３
月
４
日
に
設
立
会
議
が
開
　
　
ま
す
が
、
会
社
棄
生
法
の
適
用
に

催
さ
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
‐
　

　

士
り
、
計
画
的
に
納
付
が
で
き
る

ま
た
、
一
昨
年
の
ダ
ム
建
設
計

　

よ
う
に
な

っ
た
会
社
や
、
倒
産
後

画
中
止
以
来
―
年
半
が
経
過
い
た
，
　
新
た
な
経
営
者
が
継
続
し
て
営
業

し
ゴ
し
た
が
、
一ヽ
の
間
、
地
え
選
出
　
　
し
て
い
く
こ
と
に
な

っ
て
い
る
会

，
国
会
議
損
や
県
議
会
議
員
及
び
国
　
　
社
等
、
固
定
化
し
た
人
口
の
不
文

土
交
通
省
等
に
対
し
て
要
望
活
動

一
Ｆ
依
権
が
様
々
な
形
で
処
理
ゴ
可
能
ヽ

を
積
極
的
に
展
開
し
て
き
ま
し
た
。
　

に
な
る
事
例
も
発
生
し
て
い
ま
す

こ
れ
か
ら
も
、
地
域
√

興
策
の
早
　
　
の
で
、
そ
れ
ら
も
念
頭
に
入
れ
た

期
実
現
と
回
や
県
の
最
人
限
の
支
　
　
中
で
滞
納
処
理
等
を
行

い
ま
す
。

援
を
求
め
て
活
動
し
た
い
と
考
え
　
　
　
ま
た
、
今
年
度
は
、
信
販
会
社
に

て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
収
納
を
委
託
し
、
全
国
の
金
融
機

サ
関
で
の
口
座
振
替
を
可
能
と
し
、

町
税
の
徴
収
対
策
　
　
　
　
　
　
　
近
年
十
に
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
で
の
納
付
も
実
現
し
た
い
と

昨
年
、
新
設
さ
れ
た
快
納
課
で

　

考
え
て
い
ま
す
。

は
、
税
及
び
料
金
の
収
入
確
保
と
　
　
　
ま
た
、
―
都
３
県
の
徴
快
嘱
託

微
快
率
洵
土
を
目
標
と
し
、
併
せ

　

員
２
名
、
町
内
嘱
託
員
―
名
、
そ
し

て
機
構
改
革
後
の
課
の
体
制
整
備
　
　
て
昨
年
７
月
か
ら
国
民
健
康
保
険

の
充
実
を
図

っ
て
き
ま
し
た
。
平

　

快
納
率
向
上
特
別
対
策
国
庫
補
助

成
１６
年
度
に
お
い
て
は
ソ
フ
ト

・　
　
事
業
で
臨
時
職
員
―
名
を
採
用
し

ハ
ー
ド
両
面
を
更
に
充
実
さ
せ
、　
　
ま
し
た
。
嘱
託
員
は
平
成
１５
年
度

快
納
及
び
滞
納
整
理
等
の
事
務
処
　
　
１２
月
末
現
在
で
８
十
６
百
万
円
の

理
を
円
滑
に
進
め
徴
収
率
向
上
に
　
　
徴
収
が
あ
り
、
平
成
１６
年
度
も
継

続

し
て
行
き
た

い
と
考

え
て

い
ま

す
。行

財
政
改
革
の
取
り
組
み
．

現
在
進
行
中
の
第
３
次
行
政
改

革
大
綱
に
則
り
、
真
剣
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

し
か
し
、
景
気
仏
迷
等
か
ら
税

快
の
落
ち
込
み
が
予
想
以
上
に
進

行
す
る
と
と
も
に
、
国
の
三
位

一

体
に
よ
り
、
歳
入
が
減
少
し

つ
づ

け
る
見
込
み
で
す
。
こ
の
ま
ま
で

は
、
財
政
危
機
に
進

い
込
ま
れ
る

状
況
に
な
り
ま
す
。

こ
の
事
態
を
打
開
す
る
た
め
に

は
、
従
来
の
手
法
で
は
解
決
は
困

難
で
あ
り
、
財
政
構
造
そ
の
も
の

を
根
本
か
ら
見
直
す
蜂
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
一
般
会

計
、
特
別
会
計
、
企
業
会
計
全
て
の

事
業
の
総
点
検
を
行
い
、
縮
小
、
体

上
、
廃
上
を
も
敢
行
す
る
決
意
て

見
直
し
た
一年
つ
と
と
も
に
、
発
益

に
対
す
る
負
担
の
適
工
化
に
つ
い

て
も
検
討
す
る
挺
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
、
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
低
下
に
結
び
つ
子
か
れ
な
い
厳

し
い
事
態
で
あ
り
ま
す
が
、
将
来

に
わ
た

っ
て
安
定
し
た
財
政
運
営

の
健
全
性
を
確
保
し
て
い
く
た
め

広報ゆさわ H16.3.14  (2)



に
避
け
て
通
れ
な
い
過
程
で
あ
り
、

早
急
に
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

国
土
調
査
事
業

地
績
調
査
を
実
施
し
、
一
筆
ご

と
の
土
地
に
つ
い
て
、
そ
の
所
有

者
、
地
春
及
び
地
目
の
調
査
並
び

に
境
界
及
び
地
積
に
関
す
る
測
量

を
行

い
、
地
図
及
び
簿
冊
に
す
る

こ
と
に
よ
り
、
工
確
な
土
地
の
記

録
を
作
成
し
ま
す
。
笠
珈

こ
の
工
確
な
土
地

・の
記
録
で
あ

る

「地
積
図
」
と

「地
様
簿
」
が
登

記
に
反
映
さ
れ
、
不
動
産
登
記
の

精
度
が
高
ま
り
、
そ
の
後
の
土
地

取
引
の
円
滑
化
や
行
政
の
効
率
化

等
、
幅
広

い
分
野
で
の
利
活
用
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

土
樽
地
区
の
調
査
は
、
平
成
５

年
度
か
ら
始
め
て
き
ま
し
た
。
平

成
１５
年
度
に
お
け
る
調
査
完
了
面

積
は
６
．
２５
面
で
あ
り
ま
す
。
一ヽ
の

ま
ま
調
査
が
進
む
と
、
湯
沢
町
の

平
地
―こ，
お
け
る
調
査
終
了
予
定
は
、

平
成
３３
年
頃
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
三
俣
地
区
の
調
査
に
つ

い
て
は
、
平
成
１７
年
度
の
着
手
を

目
指
し
、
基
準
点
等
調
査
に
蜂
妥

な
準
備
計
画
を
平
成
１６
年
度
に
予

定
し
て
い
ま
す
。

情
報
化
の
推
進

町
は
、
行
政
事
務
の
Ｉ
Ｔ
化
よ

向
け
、
ネ

ツ
ト
ワ
ー
ク
の
蓄
備
、
職

員
―
人
―
台
の
パ
ソ
コ
ン
の
配
置
、

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
や
電
子
メ
ー
ル
な

ど
を
利
用
し

，
た
情
報
の
共
有
や
交

換
を
行

い
、
事
務
効
率
を
向
上
さ

せ
る
グ
ル
ー
プ
ウ

エ
ア
の
導
入
、

住
民

・
税
情
報
な
ど
の
処
理
を
行

う
総
合
行
政
シ
ス
テ
ム
の
南
魚
寧

算
か
ら
の
業
務
の
移
管
、
住
民
基

本
台
帳
ネ

ツ
ト
ワ
ー
ク
ヘ
の
参
加
、

統
合
型
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム

（Ｇ

Ｉ
Ｓ
）
の
導
入
、
総
合
行
政
ネ
ツ
ト

ワ
ー
タ
ヘ
の
参
加
な
ど
Ｉ
Ｔ
基
盤

の
整
備
、
各
種
業
務
の
電
算
化
を

進
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
は
、
導
入
整
備
を
行

っ
た

シ
ス
テ
ム
や
情
報
を
用

い
、
行
政

事
務
の
効
率
化
を
よ
り

一
層
図
る

と
と
も
に
、
申
請
・届
出
等
行
政
手

続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
な
ど
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。
ま
た
、
注
目
を
集
め
て

い
る
情
報
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
対
策
に

も
よ
り

一
層
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

快
適
な
生
活
環
境
に
向
け
て

①
環
境
衛
生
対
策

自
然
環
境
の
株
金
の
た
め
、
廃

棄
物
の
減
量
化
、
分
別
の
徹
底
、
再

生
使
用
の
推
進
を
図
り
、
循
栞
型

社
会

へ
の
転
換
を
進
め
ま
す
。
ま

た
、
生
活
環
境
の
保
全
の
た
め
、
町
）

衛
生
組
合
を
は
じ
め
と
一ｔ
た
関
係

機
関
と
連
携
し
、
町
内
の
環
境
夫

化
活
動
や
不
法
投
棄
防
止
の
た
め

の
油
大
ご
み
特
別
収
集
事
業
等
の

・
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
コ

れ
い
で
快
通
な
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
，い
き
ま
す
。

ヽ
世
お
、
か
ね
て
ま
り
環
境
基
本

条́
例
制
定
―こ
つ
い
て
検
討
し
て
き

ま
し
た
が
―
既
存
の
自
然
保
護
憲

章
、
町
総
合
計
画
及
び
奉
種
環
境

関
連
条
例
等
に
よ
■
、
実
践
的
な

活
動
を
重
点
に
、
豊
か
な
自
然
に

満
ち
た
町
の
環
境
保
全
を
目
指
し

た
く
、
当
面
の
間
は
新
た
な
条
例

の
策
定
は
見
合
わ
せ
る
こ
と
と
し

ま
し
た
の
で
、
ご
理
解
を
お
願

い

し
ま
す
。

３
ヵ
年

の
継
続
事
業
で
建
設
し

て
き
ま
し
た
広
域
ご
み
焼
却
処
理

施
設
は
、一新
炉
運
転
試
験

が
順
調

に
進

め
ぢ
れ
て
き
て
、
よ
う
や
く

こ
の
３
月
末
に
は
工
式
に
引
波
し

を
覧
け
、
本
格
的
に
稼
動
し
ま
す
。

ま
た
、
そ
の

一
方
で
は
施
設
運
営

費
の
増
加
も
見
込
ま
れ
る
の
で
、

生
活
の
う
え
で
の
買

い
方
、
使

い

方
、
捨
て
方
を
変
え
て
い
く
こ
と

、
ノ

で
簡
単
に
ご
み
を
減
ら
せ
る
よ
う
、

「ご
み
を
出
さ
な
い
、
つ
く
ら
な
い
」

運
動
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
２
次
の
医

画
道
路
築
造
は
見
合
わ
せ
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。

と

②
住
み
皮

い
住
宅
環
境
の
整
備

平
成
１３
年
度
式
り
、
老
朽
化
し

た
原
新
田
町
甘
住
宅
の
建
て
替
え

を
進
め
て
き
ま
し
た
。
平
成
１５
年

度
ま
で
に

一
般
世
帯
用
住
宅
８
棟

‐６
戸
、
単
身
用
住
宅
２
棟
４
戸
が

完
成
し
て
い
ま
す
。
平
成
１６
年
度

は
、
単
身
用
住
宅
２
棟
４
戸
を
建

設
し
完
了
と
し
ま
す
。

平
成
１５
年
度
よ
り
、
克
ヨ
住
宅

ギ
整
備
の
補
助
事
業
を
ス
タ
１
４
し

た
と
こ
ろ
で
す
が
、
今
後
も
雪
国

の
生
活
環
境
向
上
の
た
め
、
融
雪

屋
根
等
の
普
及
の
蜂
要
性
に
つ
い

て
考
え
て
い
き
ま
す
。

上
十
子
宅
地
分
譲
地
に
つ
い
て

，は
、
平
成
１５
年
秋
よ
り
分
譲
販
売

を
開
始
し
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
残

念
な
が
ら
―
件
も
成
約
に
至
ら
な

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
長
引
く
経

済
不
況
等
の
彩
響
に
よ
る
も
の
と

考
え
ま
す
が
、
社
会
情
勢
に
よ
、っ

て
町
が
手
段
を
講
ず
れ
ば
販
売
が

促
進
さ
れ
、
住
宅
建
設
が
な
さ
れ

る
と
い
う
状
話
に
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
長
期
展
望
に
立

っ
て
土
中
子

団
地
の
魅
力
を
高

め
、
搭
備
検
討

を
図
り

つ
つ
、
期
間
を
か
け
て
の

販
売
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思

③
下
水
道
事
業

清
津
川
流
域
の
水
質
保
全
に
資

す
る
た
め
未
整
備
地
区
で
あ
る
ニ

俣

・
二
居
地
区
の
全
体
調
査
策
定

に
岩
手
を
し
、
下
水
道
の
普
及
促

進
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

湯
沢
町
の
下
水
道
普
及
率
は
平

成
１６
年
度
末
で
８８
％
に
達
す
る
見

込
み
で
す
が
、
水
沈
化
率
は
７６
．
５

％
で
あ
り

一
層
の
水
沈
化
を
進
め

る
た
め
、
下
水
道
接
続
の
義
務
づ

け
の
運
旨
、
水
沈
化
に
よ
る
快
適

性
や
利
便
性
、
融
資
制
度
等
に
つ

い
て
広
報
等
の
活
用
や
戸
別
訪
間

等
に
よ
り
、
下
水
道
接
続
促
進
に

努
め
ま
す
。

ま
た
、
快
入
を
確
保
す
る
た
め

使
用
料
金
の
滞
納
整
理
に
取
り
組

み
、
健
全
な
経
営
が
出
来
る
よ
う

努
力
し
ま
す
。

④
水
道
事
業

観
光
客
の
減
少
に
よ
る
使
用
水

量
の
減
少
が
続

い
て
い
る
状
況
で

す
が
、
累
積
欠
損
金
は
平
成
１６
年

度
に
解
消
で
き
る
見
通
し
で
す
。

未
収
金
の
微
収
に
努
力
し
、
財
政

基
盤
の
強
化
に
取
り
組
ん
で

い
き

ま
す
。

(3)



石
綿
管

の
更
新
、
配
水
管

の
新

設
等
の
施
設
整
備
も
計
画
的
に
進

め
て
い
き
ま
す
。

⑤
温
泉
管
理
事
業

使
用
湯
量
は
減
少
傾
向
で
す
。

温
泉
の
安
定
供
綸
を
行

い
、
財
政

基
盤
の
確
立
と
施
設
整
備
や
維
持

管
理
に
万
会
を
期
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

地
域
か
ら
要
望
の
あ
り
ま
し
た

主
水
通
り
の
給
湯
管
の
布
設
を
行

い
温
泉
を
供
給
し
、
交
流
人
口
の

増
加
を
図
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

本
事
業
の
民
営
化
に
つ
き
ま
し

て
は
、
源
泉
所
有
者
等
の
皆
さ
ん

と
話
し
合

い
を
行

っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

人
々
が
安
心
し
て
健
や
か
に

暮
ら
す
地
域
を
形
成
す
る
た
め
に

①
社
会
福
社
の
充
実
　
　
　
　
．ギ

少
子
高
船
化
が
進
行
し
、
社
会

を
取
り
巻
く
環
境
も
変
化
す
る
中

で
、
社
会
保
障
制
度
は
人
々
が
安

趙
し
て
生
活
し
て
い
く
た
め
に
欠

か
せ
な
い
も
の
で
す
。
中
核
と
な

る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
は
、
利
用
者
の

意
向
を
尊
重
し
、
か
つ
関
係
機
関

と
の
協
力
や
保
健
医
療
と
の
連
携

を
強
化
し
つ
つ
、
地
域
と
の
協
働

に
よ
り
、
人
々
が
支
え
合

い
、
ムヽ
や

さ
し
く
思

い
や
り
の
あ
る
社
会
を

条
く
挺
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

ま
た
、
障
害
者
福
社
対
策

に

つ

い
て
は
、
湯
沢
町
障
害
者
福
祉
計

画
に
基

づ
い
て
、
障
害

の
あ
る
人

も
な

い
人
も
「
と
も
に
生
き
る
七
ヽ

と
を
念
頭
に
、
地
域
と
と
も
に
、
障

害
者

の
自
立
と
社
会
参
加
に
向
け

た
各
種
事
業

の
推
進
を
図

っ
て

い

き
ま
す
。
特

に
昨
年
度

ス
タ
ー
ト

し
た
「障
害
者
支
援
費
制
度
」・に
よ

り
、
自
ら
が
選
ぶ
サ
ー
ビ
ス
と
し

て
、
身
体
・知
的
障
害
者

の
ホ
ー
ム

ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が
急
増

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
精
神
障
害
者

の
居
宅
支
援
事
業

に
つ
い
て
も
円

滑
な
実
施
を
推
進
し
、
さ
ら
な
る

障
害
者

の
地
域
生
活
支
援
に
牙

め

て
い
き
ま
す
。

②
介
護
保
険
事
業
の
展
開

高
船
者
の
増
加
に
伴

い
妥
介
護

者
は
増
加
し
、
介
護
誕
定
者
数
も

年
々
増
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
伴

い
、
姓
要
な
サ
ー
ビ

ス
量
と
費
用
の
増
加
が
見
込
ま
れ

ま
す
が
、
湯
沢
町
介
ま
保
険
事
業

計
画
に
基
づ
き
、
利
用
者
や
家
族

に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図

り
、
介
叢
保
険
制
度
の
円
滑
な
運

営
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
介
護
予
防
事
業
の
強
化

と
し
て
、
「
シ
ル
バ
ー
温
水
健
康
体

操
」
並
び
に

「け
ん
こ
つ
体
操
」
の

参
加
者
拡
大
を
図
り
、
大
勢

の
皆

さ
ん
が
自
ら
の
力
を

つ
け
、
健
康

で
生
き
生
き
と
し
た
老
後
生
活
を

送
れ
る
よ
う
支
援
し
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

③
保
健
事
業
の
充
実

平
成
１５
年
度
に
策
定
し
ま
し
た

「湯
沢
町
健
康
づ
く
り
計
画
」
は
、
大

勢
の
普
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聞
き

し
な
が
ら
、
保
健
医
療
計
画
、
母
子

保
健
計
画
、
児
童
育
成
計
画
を

一
，

体
と
し
て
策
定
し
、
住
民

´
一
人
ひ
と
り
が
生
き
生

き
と
え
気

に
基
ら
し
て

い
け
る
た
め
の
具
体
的

な
目
標
値
を
掲
げ
、
目
標

に
基

づ
い
た
健
康

づ
↑
ｆ

り
事
業
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、
健
康
診
査
の
実

施
に
よ
り
、
生
活
習
慣
病

の
予
防
や
早
期
発
見
、
早

期
治
療

に
努

め
て

い
き

ま
す
′。
ま
た
、
妊
産
婦
や
乳
幼

児
、
身
体
や
趙
に
不
安
や

趙
配
の
あ
る
方
、
介
護
や

生
活
支
援
が
姓
妥

の
方

等
に
は
、
保
健
師
の
家
庭

訪
間
、
相
談
窓

口
、
情
報

提
供
の
強
化
を
図
り
、
支

援
し
て
い
き
ま
す
。

④
少
子
化
対
策
と
児
童
福
社
の
九

実全
国
的
に
少
子
化
が
急
速
に
進

行
し
て
い
る
中
で
、
当
町
で
の
出

生
数
も
減
少
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
今
ま
で
の
保
育
に
欠

け
る
児
童
対
策
ヤ
趙
か
ら
社
会
会

体
で
の
子
育
て
家
庭
の
支
援

へ
と
、

も
う

一
段
上
の
対
策
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

町
で
は
先
に
次
世
代
育
成
支
援

に
関
す
る
ニ
ー
ズ
調
査
を
実
施
し
、

子
育
て
支
援
に
関
す
る
生
活
実
態

や
ご
要
望

・
ご
意
見
を

い
た
だ
き
、

そ
れ
を
も
と
に
、
少
子
化
の
流
れ

を
変
え
る
べ
く
、
従
来

の
取
り
組

み
に
加
え
て
棄
な
る
少
子
化
対
策

を
推
進
す
る
蜂
妥
か
ら
、
町
の
次

世
代
育
成
支
援

に
係
る
行
動
計
画

を
策
定
し
ま
す
。

ま
た
、
児
童
福
社
の
充
実

に
つ

い
て
は
、
乳
児
及
び
未
満
児
保
育
・

障
害
児
保
育

・
廷
長
保
育

。
一
時

保
育
・学
童
保
有
な
ど
、
今
後
も
多

様
化
す
る
保
育
需
要
に
柔
軟
に
対

応
し
、
趙
身

と
も
に
健
や
か
な
子

ど
も

へ
と
成
長
す
る
よ
う
保
育
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

⑤
国
民
健
康
保
険
事
業

国
民
健
康
保
険
に
お
け
る
医
療

費
は
、
平
成
１４
年
の
保
健
医
療
セ

ン
ダ
ー
開
業
に
よ
り
大
幅
に
増
加

し
続
け
て
お
り
、
加
え
て
長
引
く

経
済
不
況
等
に
よ
る
保
険
税
納
税

率
の
仏
迷
に
よ
り
厳
し
い
財
政
運

営
を
強

い
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

た
め
、
国
保
財
政
の
安
定
的
運
営

を
図

っ
て
い
く
た
め
に
は
、
保
険

税
納
税
率
の
向
上
と
、
従
来
か
ら

の
保
健
事
業
活
動
の
充
実
強
化
を

重
点
に
取
り
組
む
蜂
妥
が
あ
り
ま

す
。保
険
税
滞
納
者
に
対
す
る
資
格

者
証
及
び
短
期
被
保
険
若
証
の
交

付
を
厳
格
に
適
用
し
、
こ
れ
を
通

`               
″
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切
に
運
用
し
て
い
く
こ
と
で
納
税

率
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
税
の
納

期
口
数
を
年
４
回
か
ら
年
９
口
に

増
や
し
、
―
口
あ
た
り
の
納
付
額

を
仏
く
抑
え
る
こ
と
に
よ
り
、
納

付
し
や
す
く
し
ま
す
。

そ
し
て
保
健
事
業
で
は
、
従
来

か
ら
の
国
保
人
間
ド
ツ
ク
の
充
実

に
加
え
、
る
種
検
診
管
理
シ
ス
テ

ム
に
よ
り
、
要
費
診
者
に
対
し
て

早
め
の
精
密
検
査
や
党
診
を
勧
め

る
と
と
も
に
、
検
診
結
果
を
通
切

に
把
握
し
て
、
被
保
険
者
の
日
常

の
健
康
管
理
指
導
を
行
う
な
ど
、

棄
な
る
医
療
費
の
軽
減
と
住
民
の

健
康
維
持
に
努
め
て
い
よ
ま
す
。

⑥
老
人
保
健
事
業

平
成
１４
年
１０
月
の
制
度
改
正
に

よ
り
、
老
人
の
自
己
負
担
が
定
額

負
担
か
ら
所
得
に
痣
じ
て
の
―

割

・
２
割
の
定
率
負
担
に
変
わ
り
、

通
常
で
あ
れ
ば
老
人
医
療
費
は
滅

少
す
る
は
ず
で
す
が
、
当
町
で
は

医
療
環
境
の
整
備
に
と
も
な

い
、

国
保
と
同
様
に
医
療
費
支
出
が
急

増
し
て
い
ま
す
。

公
費
負
担
割
合
の
増
加
分
も
あ

り
、
町
の
持
ち
出
す
医
療
負
担
金

が
年

々
増
え
て
い
ま
す
が
、
保
健

福
祉
部
門
と
連
携
し
て
高
蛉
者
の

保
健
事
業
、
検
診
事
業
、
介
護
予
防

生
活
支
援
事
業
等
を
充
実
強
化
す

る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

⑦
病
院
事
業
　
　
　
　
　
　
　
　
・

地
域
医
療
を
目
指
す
医
師
等
の

ご
努
力
に
よ
り
、
経
営
は
順
調
に

推
移
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
医
療
・

保
健

・
福
社
の
連
携
が
一
体
と
な

り
、
健
康
増
進
が
図
ら
れ
て
い
ま

す
。整
形
外
科
の
常
設
に
つ
き
ま
し

て
は
、
地
域
医
療
振
興
協
会

に
な
ノ

く
要
望
し
て
い
る
と
３
ろ
で
す
が
、

残
念
な
が
ら
今
は
、
週
２
回
の
診

療

と
な

っ
て

い
ま
す
。
引
き
続
き

常
設
を
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

産
業
の
活
性
化
に
向
け
て

①
観
光
業
の
振
興

長
引
く
不
況
は
祝
光
産
業
を
中

越
と
す
る
当
町
の
経
済
に
者
し
い

影
響
を
与
え
、
と
り
わ
け
主
力
で

あ
る
ス
キ
ー
観
光
の
仏
落
傾
命
は
、

依
然
と
し
て
歯
止
め
が
か
か
ら
な

い
状
況
で
す
。

多
く
の
祝
光
客
を
好
ぴ
戻
す
た

め
に
は
、
変
化
す
る
国
民
の
旅
行

に
対
す
る
ニ
ー
ズ
を
炊
感
に
捉
え
、
ご

堪
や
か
に
そ
し
て
的
確
に
対
応
す

る
こ
と
が
今
後
の
課
題
と
肝
に
命

じ
、
新
し
い
発
想
と
戦
略
で
湯
沢

町
が
厳
し
い
地
域
間
競
争
に
打
ち

勝
ち
、
観
光
振
案
に
よ
る
増
益
対

策
を
図

っ
て
い
き
ま
す
。
　
　
．

実
践
方
針
の
策
定

に
つ
い
て
、

町
民
と
と
も
生

「観
光
土
町
宣
言
」

を
行

い
、
業

・
凩

・
官
が

一
致
し

た
誕
識
の
も
と
に
実
行
し
、
真
の

観
光
地
湯
沢
町
を
目
指
し
ま‐
す
「

短
期
的
な
戦
略
と
し
て
、
湯
沢

一

町
観
光
協
会
の
法
人
化
を
進
め
、

長
な
る
機
能
強
化
に
よ
り
効
果
的

な
宣
伝
事
業
を
図
り
ま
す
。
　

オ

「観
光
の
ま
ち
づ
く
り
」
推
進
事

す

業
を
童
点
策
に
、
地
区
観
光
協
会

，が
広
以
逹
坊
に
よ
る
地
域
づ
く
り

で
取
り
組
が
誘
客
に
対
し
、
支
援

を
し
て
い
き
ま
す
。

い錢
触
麓
舞

ゾ
ー
ン
と
位
置

づ
け
、

一
常

に
あ

る
観
光
施
設
を
宣
伝
し
誘
客
を
図

り
ま
す
。

観
光
施
設
の
整
備

に
つ
い
て
は
、

前
年
度
に
引
き
続
き
観
光
案
内
標

裁
、
登
出

ブ
ー
ム
に
対
応
す
る
た

め
登
山
道

の
整
備
を
実
施
し
て
い

き
ま
す
。
一

②
商
工
業
の
振
興
　

　

´

経
営
の
安
定
に
支
障
を
き
た
し

て
い
る
中
小
企
業
者
に
対
し
、
運

転
資
金
の
借
サ
換
え
、
ま
た
、
融
資

の
た
め
の
セ
ー
フ
テ
イ
ー
ネ

ツ
ト

保
証
制
度

に
基
づ
く
誕
定

の
周
知

に
努
め
ま
す
。

毎
年
地
域
活
性
化
の
一
策
と
し

て
商
工
会
が
中
趙
に
な
っ
て
実
施

し
て
い
る

コ
ヽ
ら

っ
し
や
い
湯
沢

収
寝
祭
」
に
引
き
続
き
助
成
を
し

て
い
き
ま
す
。
　

，

中
小
企
業
経
営
者
や
そ
の
後
継

考
も
し
く
は
従
業
員
が
、
経
営
研

修
会
や
セ
ミ
ナ
＝
を
受
講
す
る
場

ハ
ロ、
人
材
育
成
の
観
点
か
ら
そ
の

受
講
料
の
補
助
制
度
に
つ
い
て
、

消
工
会
と
調
査
研
究
し
確
立
を
目

指
し
ま
す
。

ゼ
④
農
林
業
の
振
興
　
　
　
　
，

依
然
、
米
あ
ま
り
が
続

い
て
い

る
中
、
米
政
策

の
抜
本
的
改
革
を

目
指
し
た
「米
政
策
大
綱
」
が
本
年

よ
り
実
施
さ
れ
ま
す
。
中
で
も
農

業
者
及
び
農
業
団
体
が
主
体
的
に

取
り
組
も
う
と
す
る
新
た
な
生
産

調
整
方
式
は
、
丁
ん
的
な
転
作
面

積
配
分
か
ら
作
付
面
積
配
分
に
変

わ
り
、
湯
沢
町
に
は
７
６
８

・５

３
ト
ン
の
生
産
量
が
割
り
当
て
ら

れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
も
と
に
農
染

個
々
に
は
農
家
組
合
長
を
通
じ
て
、

眈
に
作
付
面
積
を
配
分
し
て
い
吉

す
が
、
皮
家
の
普
さ
ん
に
は
是
非

と
き
生
産
調
整
１
０
０
％
の
達
成

に
向
け
て
ご
協
力
を
お
願
い
す
る

も
の
で
す
。

中
山
間
地
総
合
整
備
事
業
は
平

成
１６
年
度
も
引
き
続
き
事
業
が
実

施
さ
れ
、
農
村
公
園
及
び
用
緋
水

路
を
中
趙
に
整
備
が
進
め
ら
れ
ま

す
。
平
成
１５
年
度
に
着
手
し
た
旭

原
活
性
化
施
設
及
び
市
民
農
園
が

ま
も
な
く
完
成
し
ま
す
の
で
、
利

用
促
進
に
つ
い
て
Ｐ
Ｒ
に
努
め
ま

す
。
産
地
づ
く
り
品
目
に
ソ
パ
を

奨
励
し
て
、
活
性
化
施
設

へ
の
供

給
確
保
と
と
も
に
特
産
物
と
し
て

生
産
の
拡
大
を
進
め
ま
す
。

森
林
は
木
材
生
産
の
場
と
し
て

は
も
と
よ
り
、
国
上
の
保
全
、
水
資

源
の
涵
奏
等
、
公
益
的
機
能
を
発

揮
す
る
役
割
を
担

っ
て
い
て
、
そ

の
機
能
を
十
分
に
活
用
す
る
に
は

適
工
な
管
理
が
童
妥
で
す
。
育
成

途
上
の
森
林
の
手
入
れ
が
行
き
届

か
な
い
現
状
で
す
が
、
町
有
林
を

中
鷲
に
計
画
的
に
整
備
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

④
演
貝
地
区
共
同
浴
場
建
設

長
年
に
わ
た
り
、
地
元
町
内
会

を
始
め
関
係
団
体
よ
り
要
望
さ
れ

て
い
ま
し
た
共
同
浴
場
建
設
に
つ

い
て
は
、
建
設
場
所
を
地
元
「美
大

の
湯
」
跡
地
が
適
当
で
あ
る
と
の

調
査
報
告
に
対
し
、
町
内
会
の
同

意
を
得
た
こ
と
か
ら
、
用
地
及
び

温
泉
井
の
取
得
に
向
け
、
競
売
入

札
に
参
加
し
て
い
き
ま
す
ｏ。
な
お
、

当
該
地
の
入
札
期
間
は
平
成
１６
年

⊃ ♭
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３
月
１５
日
か
ら
２２
日
と
な

っ
て

い

ま
す
。
取
得
費
に
つ
い
て
は
、
別
に

補
工
予
算
に
計
上
し
提
案
し
ま
す
。

各
共
同
浴
場
の
利
用
料
金
等

の

見
直
し
に
つ
い
て
は
、
調
査
研
究

し
て
い
き
た

い
と
思

い
ま
す
。

⑤
観
光
事
業
関
係

湯
沢
温
泉

ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
建
設

に
係
る
企
業
債
償
還
額
相
当
を
、

一
般
会
計
か
ら
支
援
を
受
け
、
営

業
収
益
の
増
と
経
費
節
減
と
い
う

両
面
か
ら
経
営
改
善
に
向
け
た
績

極
的
な
営
業
展
開
を
続
け
、
平
成

‐３
年
度
に
は
湯
沢
高
原
ア
ル
プ
の

里
に
お
い
て
、
開
業
区
来
最
高
の

来
場
者
を
迎
え
、
湯
沢
夏
観
光
の

拠
点
と
し
て
の
位
置
づ
け
と
夏
甘

業
に
お
け
る
採
算
性
の
確
保
が
基

盤
を
確
立
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
平
成
１４
年
、
１５
年
と
２

年
間
に
わ
た
る
天
候
不
順
と
記
録

的
な
冷
夏
現
象
は
、
野
外
施
設
～

あ
る
ア
ル
プ
の
里
に
と
っ
て
大
打

撃
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
経
済
不
況
と
若
者
の
ス

キ
ー
離
れ
が
進
む
中
、
ス
キ
ー
場

経
営
を
支
え
て
い
た
夏
営
業
の
収

益
が
急
激
に
減
少
し
、
観
光
事
業

会
計
そ
の
も
の
ま
で
も
崩
壊
す
る

よ
う
な
結
果
が
生
じ
、
営
業
形
態

を
根
本
か
ら
見
直
し
、
抜
本
的
な

観
光
事
業
の
改
善
に
取
り
組
ま
な

〉

け
れ
ば
な
ら
な

い
時
期
を
迎
え
ま
，

し

た
。

平
成
１６
年
度
も
、
今
ま
で
の
経

営
戦
略
を
基
盤
と
し
て
、
お
客
様

の
ニ
ー
ズ
に
合

っ
た
魅
力
あ
る
ソ

フ
ト
面
の
開
発
と
積
極
的
な
営
業

活
動
を
続
け
、
お
客
様
に
満
足
と

感
動
を
味
わ

っ
て
い
た
だ
く
た
め

の
努
力
と
と
お
に
、
営
業
形
態
の

抜
本
的
改
革
に
着
手
し
観
光
事
業

会
計
の
自
立

へ
向
け
、
戦
員

一
九

と
な

っ
て
永
り
組
ん
で
い
ぎ
ま
す
。

安
全
で
充
実
し
た

暮
ら
し
に
向
け
て

①
逹
路
整
備
事
業

国
道
１７
子
新
二
国
ト
ン
ネ
ル
に

つ
い
て
は
、
群
馬
県
新
治
村
と
組

織
す
る
協
議
会
で
の
長
年
の
要
望

活
動
が
実
を
結
び
、
ル
ー
ト
案
が

具
体
化
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
今
後

は
早
期
着
工
と
完
成
に
向
け
、
兎

な
る
要
望
活
動
を
進
め
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
国
道
３
５
３
子
の
群
馬

県
中
之
条
町
と
の
県
境
開
設
促
進

に
つ
い
て
も
、
両
町
で
の
協
議
会

で
引
き
続
き
関
係
機
関
に
要
望
を

行

っ
て
い
き
ま
す
。

次
に
、
国
道
１７
子
の
湯
沢
塩
沢

道
路
の
整
備
促
進
で
す
が
、
将
来

の
パ
イ
パ
ス
計
画
は
も
と
よ
り
、

冬
期
間
赤
坂
で
の
車
両
ス
リ
ッ
プ

等
に
よ
る
通
行
不
能
が
あ
る
た
め
、

幹
線
道
路
で
あ
る
と
同
時
に
生
活

道
路
で
あ
る
同
区
間
の
安
全
確
保

を
関
係
機
関
に
要
望
し
て
い
き
ま

す
。県
道
に
つ
ぎ
ま
し
て
は
、
東
橋

架
替
工
事
が
平
成
１６
年
度
の
秋
の

完
成
を
目
指
し
て
工
事
が
進
あ
ら

れ
て
い
ま
す
。

ま
た
一
中
央
線
改
文
工
事
の
谷

地
地
内
９０
ｍ
の
間
に
つ
い
て
は
、

現
在
地
権
者
の
方
々
に
ご
説
明
宅

お
願
，い
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
、

平
成
１６
年
度
の
岩
工
予
定
で
す
。

夕

向
原
逮
後
中
ヱ
倖
車
場
線
の
旭

原
地
内
は
ド
今ゝ
年
度
に
引
き
続
き

パ
リ
ア
フ
リ
ー
事
業
と
し
て
歩
道

の
整
備
が
継
続
施
工
き
れ
ま
す
。

町
道
整
備
に
つ
き
ま
「Ｌ
て
は
、

谷
後
線
に
お
け
る
谷
後
橋
取
代
部

の
改
文
工
事
の
岩
工
、
ま
た
、
中
川

線
は
今
年
度
に
引
き
続
き
工
事
を

進
め
て
い
き
ま
す
。
船
沢
橋
関
連

で
す
が
、
現
在
、
Ｊ
Ｒ
新
潟
支
社
と

の
協
議
に
向
け
た
概
略
設
計
を
作

業
中
で
あ
り
、
こ
れ
に
続
き
平
成

‐６
年
度
は
実
施
に
向
け
た
詳
細
設

計
費
を
予
算
計
上
し
ま
し
た
。

（白
地
地
域
）
に
つ
い
て
も
地
域
医

分
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
従

来

一
律
で
あ

っ
た
建
ぺ
い
率
と
容

積
率
が
そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
村
案
を

一
基
に
県
の
都
市
計
画
審
議
会
を
経

て
、
平
成
１６
年
度
早
期
に
施
行
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

中
央
公
園
で
す
が
、
レ
ジ
ャ
ー

プ
ー
ル
前
の
町
有
地
―
．
２５
ｈａ
を

新
た
に
都
市
計
画
決
定
の
手
続
き

を
踏
ま
え
公
園

へ
の
面
積
編
入
を

行

っ
て
い
く
計
画
で
す
。

今
後
も
、
警
察
・交
通
指
導
隊
な
ど

の
関
係
機
関
、
地
域
、
事
業
所
等
と

一
体
と
な

っ
て
事
故
撲
滅
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。
　
　
　
　
．

ま
た
、
事
故
全
体
と
し
て
は
高

船
者
事
故
の
割
合
が
２４
％
と
高

い

こ
と
か
ら
、
従
来
の
交
通
安
全
運

動
に
加
え
て
、
町
民
交
通
安
全
大

会
を
開
催
し
、
交
通
安
全
意
識
の

高
揚
と
基
本
的
交
通
ル
ー
ル
の
遵

守
を

一
層
推
進
し
、
交
通
事
故
防

止
を
図

っ
て
い
き
ま
す
。

②
都
市
計
画
事
業

「都
市
計
画
法
及
び
建
築
基
準
法

の
一
部
を
改
工
す
る
法
律
」
に
よ

り
用
途
地
域
の
指
定
の
な
い
地
域

④
交
通
安
全
対
策

昨
年
の
湯
沢
町
に
お
け
る
交
通

事
故
発
生
件
数
は
５９
件
と
、
平
成

‐４
年
に
比
べ
２４
件
減
少
し
ま
し
た
。

③
砂
防

・
河
川
事
業

国
の
直
轄
事
業
と
し
て
魚
野
川

▼
床
固
工
群
、
大
源
太
川
の
護
岸
整

］∬
ヽ
そ
し
て
万
太
郎
谷
と
水
無‐
川

砂
防
堰
堤
に
つ
い
て
は
継
続
施
エ

さ
れ
ま
す
。

演
貝
川

の
整
備

に

つ
い
て
は
、

地
え
の
意
向
を
尊
童
す
る
中
で
要

整

し
て
ぃ
き
ま
す
。

県
営
事
業
に
お
け
る
湯
え
地
内

の
湯
４
沢
川
の
砂
防
工
事
は
、
平

成
１６
年
度
で
完
成
し
ま
す
。

町
事
業
と
し
て
は
、
エ
ス
ボ
川

上
流
部
の
護
岸
改
修
と
谷
地
地
内

の
河
川
改
修
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

⑤
町
内
交
通
網
の
確
保

「湯
沢
町
地
域
交
通
計
画
」
を
策

定
し
、
こ
れ
に
よ
り
生
活
丈
通
の

確
保
対
策
を
実
施
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

ま
た
、
・ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
社
会
の
実
現
に
向
け
、
交
通
バ

リ
ア
フ
リ
ー
法
に
基
づ
き
逮
後
湯

沢
駅
を
中
趙
と
し
た
地
域
を
対
象

と
し
て
交
通
パ
リ
ア
フ
リ
ー
基
本

構
想
を
策
定
し
、
交
通
に
お
け
る

障
璧
の
除
去
を
目
指
し
ま
す
。
こ

の

一
素
と
ｔ
て
、
逮
後
湯
沢
駅
の

新
幹
線
ホ
ー
ム
に
通
じ
る
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
の
設
置
に
対
し
て
助
成

措
置
を
講
じ
ま
す
。

広報ゆざわ H16.3.14  (6)



未
来
に
つ
な
が
る
豊
か
な

教
育

・
文
化
を
育
む
た
め
に

①
学
校
教
育
の
振
興

奉
学
校
で
は
、
総
合
的
な
学
習

の
時
間
が
定
着
し
、
年
間
数
百
人

単
位
の
地
域
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
が
子

ど
も
た
ち
の
学
習
を
支
援
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
他
町
に
先
駆
け
て
導

入
し
た
学

校
評
議
員
制
度

も
、

徐
々
に
そ
の
機
能
を
発
揮
し
て
き

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
成
果
を

踏
ま
え
、
子
ど
も
た
ち
の
「生
き
る

力
」
の
育
成
を
目
指
し
、
学
校
教
育

の
棄
な
る
充
実

・
発
展
が
求
め
ら

れ
ま
す
。
そ
の
た
め
町
と
し
て
は
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
、
さ
ま
ざ
ま
な

面
で
の
助
成
や
支
援
を
行

っ
て
い

き
ま
す
。
ま
ず
、
湯
沢
町
学
校
教
育

研
究
協
議
会
と
逹
坊
し
な
が
ら
、

各
枚
共
重
の
金
回
標
準
学
力
検
査

を
実
施
し
ま
す
。
実
態
を
把
握
し
、

指
導
計
画
を
改
善
す
る
こ
と
に

よ

っ
て
、
子
ど
も
た
ち
の
学
力
向

上
を
図
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
国
や

県
に
よ
る
各
種
補
助
事
業
を
活
用

し
、
指
導
員

・
相
談
員

・
介
助
員

な
ど
、
学
校
に
対
す
る
人
的
配
痣

を
進
め
て
い
き
ま
す
。
更
に
、
町
Ｐ

Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
な
ど
と
諮
り
な

が
ら
、
学
校
と
家
痣
・地
域
と
の
逹

携
を
深
め
る
た
め
の
具
体
的
活
動

を
推
進
し
ま
す
。
学
校
の
施
設
設

備
の
保
全

・
充
実
に
つ
き
ま
し
て

は
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
、
年
次
釣
。

計
画
的
に
行

っ
て
い
き
ま
す
。
　

・

「湯
沢
高
校
の
明

日
を
考
え
る

会
」
と
共
に
、
湯
沢
高
等
学
校
の
存

続
運
動
を
進

′
め
て
い
く
こ
と
は
、

町
全
体
に
と
つ
て
、
新
し
く
生
じ

た
大
き
な
課
題
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
・

で
き
る
新
た
な
■
涯
ス
ポ
ー
ツ
事

業
の
推
進
を
図
り
ま
す
。　
　
，

町
史
編
さ
ん
事
業
で
は
、
平
成

‐７
年
の
町
制
施
行
５０
周
年
に
併
せ
、

金
巻
刊
行
を
目
指
し
、
取
り
組
ん

で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
一

③
青
少
年
の
健
全
育
成
　
　
　
′

学
校
週
５
日
制
実
施
３
年
目
の

本
年
は
、
さ
ら
に
「青
少
年
育
成
セ

ン
タ
ー
」
の
活
動
の
充
実
を
図

り
、
！宗
庭
教
育

・
青
少
年
教
育

道
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
地

″
域
の
サ
Ｆ
ク
ル
や
団
体
、
関
係

機
関
等
４
一
体
と
な
り
、
文
化

の
継
承

・
体
験
活
動

・
非
行
防

上
の
啓
発
活
動
を
重
じヽ
て
言

少
年

の
健
や
か
な
成
長
を
促

し

て

い
き

ま
す
。

④
冬
季

ス
キ
ー
回
体
準
備

に

向
け
て

「第
６４
口
国
民
体
有
大
会
冬

季
大
会
ス
キ
ー
競
技
会
」
開
催

に
向
け
、
新
潟
県
、
関
係
団
体
、

開
催
地
市
町
村
、
及
び
湯
沢
町

準
備
委
買
会
が

一
体
と
な
り
、

金
町
民
の
盛
り
上
が
け
を
図

り
、
専
門
委
員
会
を
拡
充
設
置

し
準
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

な
お
、
昨
年
設
置
し
た
国
体

準
備
係
に
人
員
補
充
し
、
職
員

体
制
を
順
次
整
え
、
事
務
宣
も

公
民
館
内
に
別
に
設
置
し
、
事
務

局
活
動
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
ジ

ュ
ニ
ア
ス
キ
ー
選
手

育
成
を
図
る
た
め
、
新
た
な
指
導

者
を
充
実
強
化
し
、
２
０
０
９
年

の
ス
キ
ー
国
体
に
標
準
を
あ
わ
せ

選
手
強
化
を
行

っ
て
い
き
ま
す
。

⑤
国
際
交
流
事
業

平
成
１５
年
度
に
将
来
の
姉
妹

都
市
提
携
を
念
頭
に
候
補
地
を
選

定
す
る
た
め
、
調
査
団
を
米
国
に

派
壇
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
ユ
ア

州
ソ
ル
ト
レ
イ
ク
郡
マ
グ
ナ
を
候

補
地
と
し
て
決
定
し
ま
し
た
。
相

手
方
の
マ
グ
ナ
は
、
姉
妹
都
市
提

携
に
積
極
的
で
、
調
査
回
帰
国
後

も
メ
ー
ル
等
で

コ
ン
ア
ク
ト
を

取

っ
て
い
る
状
況
で
す
。

平
成
１６
年
度
は
予
定
ど
お

り
国
際
感
覚
を
培
う
こ
と
を

目
的
に
、
中
学
生
を
対
象
と
し

た
交
流
派
遣
事
業
を
実
施
し

ま
す
。
そ
れ
と
と
も
に
姉
妹
都

市
提
携
に
向
け
、
よ
り
交
流
を

深

め
る
た
め
戦
員

の
派
建
を

計
画
し
て
い
ま
す
。

£
務
襲
嚢
鴛
懲
凝
遊
務
じ

以
上
、
町
政
運
営
の
全
般
に

つ
い
て
、
基
本
的
な
考
え
を
申

し
上
げ
ま
し
た
が
、
多
く
の
課

題
が
山
積
す
る
中
、
厳
し
い
予

算
編
成
性
な
り
ま
し
た
。

棄
に
、
行
政
の
簡
素
化
、
効

率
化
を
進
め
る
と
と
も
に
、
歳

出
抑
制
を
図
る
た
め
、
義
務
的

経
費
、
裁
量
的
経
費

の
制
度
、

施
策

の
抜
本
的
見
直
し
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

②
生
涯
学
習
の
推
進
と
文
化
振
祭

公
民
館
や
雪
国
館
を
は
じ
め
、

町
内
団
体
等
が
実
施
す
る
学
習
活

動
等
に

「
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、

だ
れ
で
も
」
が
参
加
で
き
る
よ
う
、

環
境
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

川
上
四
郎

「逮
後
湯
沢
今
回
童

画
展
」
及
び
「川
端
康
成
と
『雪
回
』

の
世
界
展
」
な
ど
を
実
施
し
、
ま
た
、

童
画
美
術
館
建
設
に
つ
い
て
は
、

建
設
検
討
準
備
委
員
会
の
中
で
調

査

・
研
究
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
「雪
国
館
」
で
は
昨
年

に

引
き
続
き
、
完
成
し
た
高
山
晨
雄

作
品
を
含

め
、
残
り
の

「雪
國
」
日

本
画
の
世
界
展
作
品
を
購
入
し
、

川
端
凍
成
小
説
「雪
國
」
執
筆

の
地
，
】

「湯
沢
町
」
の
文
化
発
信
を
し
て

い

き
ま
す
。

町
民
の
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
活

動

の
普
及
の
た
め
、
気
軽
に
参
加

〉

ヽ
)

マグナの職員の方々と湯沢町調査団

(7)



灯
の
奨
学
金
貸
与
と
戒
学
援
助

ご
利
用
く
だ
さ
い

修
学
の
意
欲
が
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
経
済
的
理
由
に
よ
り
修

学
が
困
難
な
者
に
対
し
、
町
の
予

算
の
範
囲
内
で
奨
学
金
を
貸
与
す

る
制
度
で
す
。

【奨
学
生
の
資
格
】

①
湯
沢
町
に
住
所
を
有
す
る
者
の

子
弟
で
あ
る
こ
と
。

②
高
等
学
校
、高
等
専
門
学
校
、
大

学
、大
学
院
、専
修
学
校
叉
は
各

種
学
校
等
に
在
学
し
、
他
の
公

的
奨
学
金
の
給
与
又
は
貸
与
を

受
け
て
い
な
い
者
。

③
心
身
と
も
に
健
全
で
修
学
に
意

欲
の
あ
る
者
。　
　
　
　
　
　
ｆ

④
世
帯
の
前
年
の
所
得
税
の
合
計

額
が
開
万
円
以
下
で
あ
る
こ
と
。

【貸
与
額
】

●
高
等
学
校
又
は
専
修
学
校
の
高

等
課
程
等

‥
月
額
２
０
，
０
０
０
円
以
内

●
大
学
、
大
学
院
、
短
期
大
学
、
専

修
学
校
の
専
門
課
程
等

…
月
額
５
０
，
０
０
０
円
以
内

【貸
与
期
間
】

貸
与
決
定
の
月
か
ら
在
学
す
る

学
校
の
最
短
修
業
年
限
の
終
期
ま

〕

で
。【貸
与
利
息
】
′

貸
与
利
息
は
無
利
子
で
す
。

【返
還
期
間

・
方
法
／

貸
与
を
終
了
し
た
翌
年
度
か
ら

貸
与
を
受
け
た
年
度
数
の
２
．
５

倍
の
年
数
で
、
半
年
賦
で
の
返
還

（半
年
毎
の
支
払
い
）
と
な
り
ま
す
。

【申
請
受
付
期
間
】

３
月
１５
日

（月
）
～
３‐
日

（水
）

※
平
成
１６
年
度
の
申
請
者
は
、
こ

の
期
間
内
で
取
り
ま
と
め
ま
す

が
、
予
算
の
範
囲
内
で
年
度
途

中
で
も
随
時
受
付
し
ま
す
。

國
図
図
脳

経
済
的
理
由
等
に
よ
り
、
就
学

困
難
な
児
童
生
徒
が
、
義
務
教
育

を
円
滑
に
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
学
用
品
費
や
給
食
費
等
の

一
部
を
援
助
す
る
制
度
で
す
。

保
護
者
の
申
請
に
基
づ
き
教
育

委
員
会
が
そ
の
内
容
を
審
査
し
て

認
定
し
た
場
合
に
支
給
さ
れ
ま
す
ギ

な
お
、
認
定
は
単
年
度
ご
と
で
す

の
で
、
現
在
認
定
さ
れ
て
い
る
方

で
も
申
請
が
必
要
で
す
。

【申
請
に
必
要
な
も
の
】
■

①
申
請
書

（教
育
委
損
塗
学
校
教
オ

育
課
に
あ
り
ま
す
。
）

②
添
付
書
類
　
　
　
　
　
　
　
‐

●
町
民
税
の
課
税
証
明
書
、
確
定

一　
申
告
書
の
写
し
、
源
泉
徴
収
票

，

な
ど
所
得
を
確
認
で
き
る
も
の

´
●
児
童
扶
養
手
当
を
受
け
て
い
る

場
合
い
は
、
最
新
の
児
童
扶
養

手
当
の
証
書
又
は
認
定
通
知
書

の
写
し
　
　
　
　
．

●
世
帯
更
生
資
金

（生
活
福
祉
資

金
）
の
貸
付
を
受
け
て
い
る
場

合
に
は
、
世
帯
更
生
資
金
の
貸

付
決
定
書
の
写
し

●
町
民
税
、
事
業
税
、
固
定
資
産
税
、

国
民
年
金
掛
金
、
国
民
健
康
保

険
料
（税
）
の
減
免
及
び
免
除
を

受
け
た
場
合
は
そ
の
決
定
通
知

書
の
写
し

【申
請
受
付
期
間
】

３
月
１５
日

（月
）
～
３‐
日

（水
）

◇
詳
し
く
は
、
学
校
教
育
課
（肌
７

８
４
●２
２
１
１
）
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

て十

Iジ
平成 16年度

■土地・家屋価格等縦覧帳簿の縦覧について■

【問い合わせ】

税務課資産税係

阻 784-3452

4月 1日 (木)～ 5月 31日 (月 )

土地・家屋価格等縦覧帳簿 |

O固定資産税の納税者

O納税者と同居の親族て納税者の代理人

※免税点未満の固定資産の所有者は縦覧できません。

自分の所有するすべての固定資産の評価額が、土地、

家屋それぞれごとに次の価格に満たない人。

土地 :30万円 家屋 :20万円|
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◎
児
童
扶
養
手
当

【支
給
要
件
】

次

の
要
件

に
該
当
す
る
児
住

（‐８
歳
に
な

っ
て
最
初
の
３
月
３十
日

ま
で
、
児
童
に
中
度
以
上
の
障
害

が
あ
る
と
き
は
２０
歳
を
迎
え
る
ま

で
）
を
養
有
し
て
い
る
母
又
は
奏

有
考

（祖
父
母
等
）
に
手
当
が
支
給

さ
れ
ま
す
。
な
お
、
父
子
家
庭
は
対

象
外
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
・

①
父
母
が
始
姻
を
解
消
し
た
児
童

②
母
が
始
姻
に
よ
ら
な
い
て
懐
ゆ

し
た
児
童

（未
始
の
母
子
）

③
父
が
元
亡
し
た
児
童

④
父
に
障
害

（年
金
の
障
害
等
級

が
―
級
程
度
）
が
あ
る
児
童

⑤
父
が
生
え
不
明
の
場
合
、
父
か

ら
十
年
以
上
竜
棄
さ
れ
て
い
る

場
合
、
父
が
拘
禁
さ
れ
て
い
る

場
合
等

【支
給
制
限
】
　
　
　
　
　
　
，

支
給
妥
件
に
該
当
す
る
場
合
で

あ

っ
て
も
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
場
合
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

①
母
が
始
姻
関
係
に
あ
る
と
き

（内
縁
関
係
な
ど
も
支
給
さ
れ
ま

せ
ん
。
）

②
元
亡
や
障
害
等
の
支
給
要
件
に

対
し
て
、
年
金
や
補
償
等
を
覚

ざ

け
ら
れ
る
と
き

③
対
象
児
童
が
父
と
生
計
を
同
じ

く
し
て
い
る
と
き

（支
給
妥
件

④
の
場
合
を
除
く
。
）

′

【手
当
の
額
】

エ

キ
当
の
誕
定
を
発
け
た
受
給
資

格
者
と
そ
の
扶
奏
義
務
者

（同
居

し
て
い
る
父
母
、
祖
父
母
、
子
、
兄

弟
姉
妹
等
）
の
前
年

の
所
得
額
に

應
じ
て
支
給
月
額
が
決
あ
ら
れ
て

い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
・
―

＊
右
記
の
表
は
、
児
童
が
―
人
の

場
合
の
手
当
額
で
す
。
児
童
が

２
人
の
場
合
は
５
，
０
０
０
円

が
加
算
さ
れ
、
３
人
凱
上
の
場

合
は
棄
に
３
，
０
０
０
円
ず

つ

が
加
算
さ
れ
ま
す
。

◎
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助
成

（県
親
）

【
助
成
妥
件
】

児
童
扶
奏
手
当
の
支
給
要
件
と

同
様
の
事
情
に
よ
り
、
母
子
。
父
子

家
庭
等
に
な
っ
た
方
の
医
療
費
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。

【
助
成
制
限
】

・
助
成
要
件
に
該
当
す
る
場
合
で

あ

っ
て
も
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
場
合
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

①
父
又
は
母
が
始
姻
関
係
に
あ
る

と
善
ス
内
縁
関
係
な
ど
も
助
成

対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。
）

・二０
生
活
保
護
、
乳
児
医
療
費
助ヽ
成
、
ヽ

童
度
鷲
身
障
害
者
医
療
費
助
成

の
い
ず
れ
か
を
受
け
て
い
る
場

△
ロ

③
資
格
者

と
そ
の
扶
奏
義
務
者

（同
居
し
て
い
る
父
母
、
粗
父
母
、

子
、
兄
弟
姉
妹
等
）
の
前
年
の
所

得
額
が

一
定
額
以
上
の
場
合

【
助
成
内
容
】

医
療
機
関
で
受
診
し
た
際
の
自

己
負
担
額
が
次
の
よ
う
に
な
り
ま

す
。　
　
　
こ

圏月
の
４
回
目
ま
で
―
口
に
つ
き

５
３
０
円

（５
ロ
ロ
以
降
は
０
円
）

圏―
日

に

つ
き

―
，
２

０

０
円

【受
付

・
問
い
合
わ
せ
】

住
民
課
保
育
係

租
７
８
４

・
３
０
０
１

い
●
　

●

日

β

ｇ

Ｊ

』

嗚

ｆ

Ｂ

〓

Ｂ

Ｉ

´
一

(9)

全部支給

(低所得者)
42,0011円r

一部支給

(中所得者)す 1
41,990～ 9,910円

支給停止咤

(高所得者)
0円
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平
成
１６

町
で
は
ピ
ン
ピ
ン
コ
ロ
リ
を

目
指
し
、
丈
夫
な
筋
肉
づ
く
り

・

骨

づ
く
リ
ガ

で
き
る
た
め
に

プ
ー
ル
で
の
運
動
を
行
な

っ
て

い
ま
す
。
健
康
増
進
施
設
温
泉

プ
ー
ル
に
て
、
通
年
で
週
１
回
ず

つ
参
加
で
き
る
よ
う
８
ク
ラ
ス

で
行

っ
て
き
ま
し
た
。
運
動
ガ
習

慣
化
し
、
継
続
す
る
こ
と
で
効
果

ガ
増
し
て
い
ま
す
。

平
成
１６
年
度
は
新
た
に
８０
歳

以
上
の
方
な
ど
１
対
１
で
介
助

員
が
つ
く
サ
ポ
ー
ト
ク
ラ
ス
を

増
設
、
ま
た
男
性
ク
ラ
ス
を
新
設

し
ま
す
。

申
込
受
付

は
通
年

で
随
時

行
っ
て
い
ま
す
が
、
４
月
か
ら
参

加
し
た
い
方
は
３
月
１９
日

（金
）

ま
で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
ま

た
詳
細
に
つ
い
て
は
お
間
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

【参
加
費
〕

１
回
５
０
０
円

（送
迎
バ
ス
を

ご
利
用
の
方
は
別
に
１
０
０
円

が
必
要
に
な
り
ま
す
。
）

〔申
込

日
間
い
合
わ
せ
〕

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

（総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

砒
７
８
０

・
６
１
９
９

〔内容等〕

テレビは不燃ごhではありません
。 一適正なごみの出し方にご協力を一

湯沢地区で、2月 に入り「不燃ごみ」の中に “テレビ"を混入して出された方がいます。
テレビは、リサイクルの対象商品です。購入店に引き取ってもらうか、リサイクルセンター魚野へ搬

入してください。

住民課環境生活係 TEと 784-3453

ゝ
ゴ
ヽ
ゴ

クラス
ー

1
サポート
クラス

ゆつくり
クラス

しつかり
'クラス

ヘルスアツプ
クラス

男性

ザクラス

対象

一人ではちよつ

と不安という方。

血圧・心臓など

不安定な方。 .
ゆつくリペース

で行いたい方。

膝腰に少し痛み

はあるが、しつ

かり元気に動け

る方。

生活習慣病予防

のために運動が

必要な方

男性のみ

月曜日

午後 2時 30分～

3時 30分

開催曜慣■

及び時間

火曜日

午後 1時 30分～

2時 30分

火曜日
｀

年後 2時 30分～

3時 30分

金曜日

午後 1時 30分～

2時 30分

金曜日

年後 2時 30分～

3時 30分

水曜日    ,
年後 1時 30分ん

だ時 30分

水曜日

午後 2時 30分～

3時 30分

木曜日

午後 1時 30分～

2時 30分

月曜日

年後 1時 30分～

2時 30分

木曜日= 
′

年後 ?時 30分～

3時 30分

|

あり
送迎バズ

あり。なし
あり なし な し なし

広報ゆざわ H16.3.14  (10)



新
潟
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
は
、
「無
料
商
法
」
の

被
害
に
あ

っ
た
と
い
う
相
談
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ

０

「無
料
商
法
」
と
は

。
。
・

「無
料
」
を
う
た
い
文
句
に
消
費
者
を
勧
誘
し
、
実
際

に
は
高
額
な
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
契
約
さ
せ
る
商
法

で
す
。

０
こ
ん
な
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す

①
若
者
を
狙

っ
て
　
　
　
，

…
エ
ス
テ
テ
ィ
ッ
ク
サ
ー
ビ
ス
の
契
約

美
顔
エ
ス
テ
の
無
料
体
験
に
誘
わ
れ
、
一剛
か
ら
興
味

が
あ

っ
た
の
で
出
掛
け
た
。
無
料
体
験
後
も

っ
と
施
術

や
化
粧
品
が
必
要
だ
と
い
わ
れ
て
、
勧
め
ら
れ
る
ま
ま

契
約
し
て
し
ま

っ
た
。
総
額
が
Ｆ
０
０
万
円
を
超
え
、

支
払
え
な
い
。

《
ｈ別
≡一口》

こ
の
場
合
、
契
約
し
て
か
ら
８
日
以
内
で
あ
れ
ば
、

無
条
件
で
解
約
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
こ
の

期
間
後
で
あ

っ
て
も
、
解
約
料
な
ど
を
支
払

っ
て
中
途

解
約
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
携
帯
電
話
で

…
情
報
料
の
請
求

「完
全
無
料
」
と
表
示
の
あ

っ
た
出
会
い
系
サ
イ
ト
を

利
用
し
た
ら
、
３
日
後
に
５
万
円
を
振
り
込
む
よ
う
に

と
電
話
が
来
た
。

《
睛
甥
言
口》

「無
料
分
し
か
使

っ
て
い
な
い
の
で
払
い
ま
せ
ん
。
」

と
ハ
ッ
キ
リ
と
手
短
か
に
断
り
ま
し
ょ
う
。　
　
　
，

③
訪
問
販
売
で

…
浄
水
器
の
契
約

電
話
で
ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
た
ら
、
業
者
が
お
礼
に

と
浄
水
器
を
届
け
に
来
た
。

後
日
、
も

っ
と
性
能
の
よ
い
も
の
が
あ
る
と
高
価
な

浄
水
器
を
勧
め
ら
れ
、
断
り
切
れ
ず
に
５０
万
円
の
浄
水

器
を
契
約
し
て
し
ま

っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
ヽ

《
睛甥
一一口》

こ
の
場
合
、
契
約
し
て
か
ら
８
日
以
内
で
あ
れ
ば
、

無
条
件
で
解
約
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

０
被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
に

。
・
・

①

「無
料
」
の
裏
に
は

コ
局
額
な
契
約
」
が
隠
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
何
が
「無
料
」
な
の
か
十
分

に
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

②

「無
料
」
で
も
必
要
の
な
い
も
の
は
ハ
ッ
キ
リ
と
断

り

ま

し

ょ
う

。

③
出
会
い
系
サ
イ
ト
等
を
利
用
す
る
時
は
、
画
面
表
示

や
規
約
を
よ
く
読
み
ま
し
ょ
う
。

新
潟
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

相
談
電
話
　
０
２
５

・
２
８
５

・
４
１
９
６

|と

ヽ‐

●■ ||

●

恩
俗
久
格
者
、
引
湯
者

の
昔
さ
ん

ヘ

◎
旧
早
人
旱
属
で
患
鰺
な
ど
を
史
け
て
い
な
い
患
掛
久
格
者
の
オ

①
外
地
な
ど
の
勤
務
経
験
が
あ
り
、
加
算
年
を
谷
む
在
職
年
が
３
年

以
上
の
方
及
び
在
武
年
が
加
年
年
を
合
め
て
３
年
末
満
の
方
の

う
ち
実
在
職
年
が
１
年
以
上
の
方
に
、
内
閣
終
理
大
臣
名

の
言

狼

・
象
杯
が
贈
ユ
さ
狼
ま
す
。

（独
立
行
政
法
人
千
や
折
念
事
士

特
別
基
金
年
に
関
す
る
法
律
第
２０
余
第
１
項
に
定
め
る
慰
労
品

の
贈
ヱ
を
史
け
た
方
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
）。

②
内
地
勤
み
盗
験
の
み
の
方
で
、
実
在
職
年
が
１
年
以
上
の
方
に
、

内
閣
終
理
大
臣
名
の
吉
状
が
贈
ヱ
さ
独
ま
す
。

③
右
把
対
象
者
で
、
鈴
木
を
行
う
こ
と
な
く
と
ぐ
な
ら
独
た
方
に
、

ご
走
族
か
ら
の
請
求
に
痣
し
て
対
象
を
あ
て
の
内
閣
終
理
大
臣

名
の
言
決
が
贈
ユ
さ
狼
ま
す
。

（請
求
期
限
‥
千
武
１７
年
３
月
３‐

日
）
※
「
恩
俗
久
格
者
」
と
は
、
患
俗
法
（
て
い
う
旧
軍
人
軍
属
で
あ

っ

て
、
年
合
た
る
恩
俗
を
受
俗
す
る
た
め
の
承
疑
在
職
年
数
に
満

た
な
い
方
、
お
よ
び
旧
軍
人
軍
属
と
し
て
在
武
に
関
連
す
る
共

一
済
年
全
午
年
合
た
る
俗
付
を
史
け
る
権
利
の
な
い
方
を

い
い

ま

す
。

◎
冬
璃
に
伴
い
、
本
邦
以
外
の
地
域
か
ら
引
き
器
げ
て
こ
ら
れ
た
方

躍
和
４２
年
の
引
揚
者
特
別
丈
付
金
を
費
俗
さ
独
た
方
に
、
内
閣
終

理
大
臣
名
の
書
状
が
増
ユ
さ
独
ま
す
。

（請
求
期
限
‥
千
武
１７
年

３
月
３‐
日
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。

■
請
求
書
類
は
、
一格
祉
保
健
採
桶
社
係

（終
谷
桶
社
セ
ン
タ
ー
内
、
阻

７
８
４

●
４
５
６
０
）
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

【問

い
合
わ
せ
】

独
立
行
政
法
人
千
和
折
念
事
苦
特
別
基
金

フ

リ

ー

ダ

イ

ヤ

ル

（
）

１
■

の
う

ハ
）
　
ｏ
　
つ
る

０
０

オ
仕
　
・　
　
∩
υ

つ
０

つ
０

ホ

ー

ム

ペ
ー

ジ

ゴ
計
ド
ｏ
中
＼
＼
〓
〓
〓
・
Ｊ
Φ
一
〓
ω
・
山
ｏ
・
」．０
＼
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○定期預金等については、これまで同様、預金者 1人当たり、一金融機関毎に元本 1,000万円までとそ
の利息等が保護されます。 T
O平成 17年 4月 以降は、当座預金等の利息のつかない預金が全額保護されることになります。
※農水産業協同組合貯金保険制度においても同様の取扱いがなされます。

(※ 1)このほか、納税準備預金、掛金、預金保険の対象預金を用いた積立・財形貯蓄商品が該当します。

(※ 2)決済用預金といいます。「無利息、要求払い、決済サービスを提供できること」という3条件を満たすものです。
(※ 3)定期積金の給付補てん金、金銭信託における収益の分配等も利息と同様保護されます。

○銀行 (日 本国内に本店のあるもの)○ 信用金庫   ○信用組合
○労働金庫    ○信金中央金庫  ○全国信用協同組合連合会
○労働金庫連合会

※農協、漁協、水産加工協等の系統金融機関は、別途、農水産業協同組合貯金保険制度に加入しています。

(詳しくは、農水産業協同組合貯金保険機構TEL 03-3285-1272ま でお問い合わせ下さい。)
〔もっと詳しく知りたい方は ?〕

預金保険機構TEL 03-3212-6029、 関東財務局TL 048-600-■ 46又は金融機関の窓口にお問い合わ
せください。

金融庁 http:〃www.fsa.go.ip/ 預金保険機構 http Nヽw.d絶 .go.ip/

期 間
商品の分類

平成 14年 4月 ～平成 17年 3月 平成 17年 4月 ～

預
金
保
険
の
対
象
商
品

当座預金、

普通預金、

別段預金

i:|ド |■■■

2)

合算して元本 1,000万 円までとその利息等 (※ 3)を保護

1,000万 円を超える部分は、破たん金融機関の財産の状況に応

じて支払われます。 (一部カットされることがあります。)

定期預金、貯蓄預金、通

知預金、定期積金、元本

補てん契約のある金銭

信託 (ビ ックなどの貸

付信託を含みます)、 金

融債 (保護預 り専用商

品に限ります)な ど (※

1)

預
金
保
険
の
対
象
外
商
品

外貨預金、譲渡性預金、

元本補てん契約のない

金銭信託 (ヒ ット、スー
パーヒットなど)、 金融

債 (保護預り専用商品

以外のもの)

保護対象外

破たん金融機関の財産の状況に応じて支払われます。

(一部カットされることがあります。)

ヽ は ?

広報ゆざわ H16.3.14  (12)



鶴
鶏
燻
絵
亀
で
ン
フ
影
議
認
ザ
罐
つ
め
く

２
月
２８
日
に
京
都
府
で
の
発
生
が
確
認
さ
れ
、
発

生
農
場
の
生
産
物
（卵
、
鶏
肉
）
の

一
部
ガ
新
潟
県
に
′

も
搬
入
さ
れ
て
い
た
こ
と
ガ
明
ら
か
に
な
っ
た
こ

と
か
ら
、
飼
育
者
に
つ
い
て
は
、
次
の
事
項
を
守
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

①
庭
や
農
場
内
外
で
の
放
し
飼
い
飼
育
は
し
な
い
。

（野
鳥
や
野
鳥
の
糞
と
の
接
触
を
断
つ
）
　

　

′

②
飼
育
舎
へ
野
鳥
や
野
鳥
の
糞
ガ
入
ら
な
い
よ
う

に
す
る
。

③
野
鳥
ガ
飛
来
す
る
池
の
水
を
与
え
な
い
。

④
野
鳥
ガ
飛
来
す
る
池
周
囲
に
近
づ
か
な
い
。

⑤
他
の
鳥
類
の
飼
育
場
所
に
む
や
み
に
近
寄
ら
な

い
。
（出
入
り
の
際
に
は
靴
底
、
衣
類
等
の
消
毒
を

徹
底
す
る
。
）
　
　
　
．

⑥
飼
育
舎
の
清
掃
、
消
毒
に
努
め
、
鶏
等
に
接
触
し

た
場
合
は
手
洗
い
、
つヽ
が
い
を
行
う
。
　

●

⑦
飼
育
場
所
で
使
用
す
る
器
具
、
長
靴
等
は
専
用
ど

し
、
他
で
の
使
用
は
し
な
い
。

③
連
続
し
て
複
数
の
鳥
が
死
ぬ
な
ど
の
異
常
ガ
認

め
ら
れ
た
場
合
は
、
直
ち
に
家
畜
保
健
衛
生
所
に

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

※
消
毒
薬
と
し
′て
は
、
学
校
や
飼
育
者
ガ
使
用
す
る

場
合
、
逆
性
石
鹸
系
の
薬
剤
ガ
安
全
で
殺
ウ
イ
ル

ス
効
果
も
期
待
で
き
ま
す
。
・・（商
品
名
…
オ
ス
パ

ン
、
ロ
ン
テ
ク
ト
、
ク
リ
ア
中
ル
）

【間
い
合
わ
せ
】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

中
越
家
畜
保
健
衛
生
所
防
疫
課
　
　
　
】
く

砒
０
２
５
●７
９
４
・２
１
２
１
　
　
　
　
　
　
ヽ

予
算
査
定
／
湯
沢
砂
防
振
興
協
議
会
中
央
要
望
　
　
　
　
‐

日
赤
新
潟
県
支
部
評
議
員
会
／
湯
沢
高
校
の
明
日
を
考
え
る
会

駅
前
広
場
の
利
活
用
打
ち
合
わ
せ
／
広
域
連
合
総
務
委
員
会

ふ
る
さ
と
市
町
村
圏
審
議
会
／
湯
沢
町
ス
キ
ー
振
興
協
議
会
理
事
会

北
陸
整
備
局
、
関
河
川
部
長
来
庁
／
東
急
リ
ゾ
ー
ト
来
庁
／
水
田
農
業
経

営
確
立
対
策
推
進
協
議
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・ヽ

課
長
会
議
／
三
俣
地
域
振
興
対
策
会
議
／
温
泉
通
り
事
業
共
同
組
合
理

事
会
／
魚
沼
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
開
発
組
合
議
会

，新
潟
県
町
村
人
事
事
務
組
合
議
会
／
三
俣
地
域
振
興
対
策
住
民
説
明
会

全
一俣

一
区
）

三
俣
地
域
振
興
対
策
要
望

（国
会
議
員
）
／
冬
季
目
体
打
合
せ
／
定
期
監

査

（中
期
）
報
告
　
　
　

　ヽ
　
ヽ

湯
沢
町
小
学
校
親
善
ス
キ
ー
大
会
／
冬
季
国
体
要
望
／
三
俣
地
域
振
興

対
策
住
民
説
明
会

全
二
俣
二
区
）

県
町
村
会
理
事
会
／
三
俣
地
域
振
興
対
策
住
民
説
明
会

（八
木
沢
）

郡
町
村
会
／
町
政
懇
談
会
／
三
俣
地
域
振
興
対
策
住
民
説
明
会

（大
島
）

三
役
会
議
／
雪
国
青
年
会
議
所

観
光
立
町
宣
言
推
進
委
員
会

南
部
森
林
組
合
理
事
会
／
南
魚
沼
郡
町
村
議
員
協
議
会
総
会
／
Ｗ
杯
フ

リ
ー
ス
タ
イ
ル
新
潟
苗
場
大
会
ウ
エ
ル
カ
ム
パ
ー
テ
ィ
ー

Ｗ
杯
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
新
潟
苗
場
大
会

魚
沼
地
域
医
療
高
度
化
検
討
会
議

浅
貝
町
内
会
／
南
魚
沼
職
業
能
力
開
発
運
営
協
会
理
事
会
／
補
正
予
算

査
定
／
湯
沢
塩
沢
道
路
整
備
促
進
期
成
同
盟
会
要
望
会
／
南
魚
県
友
会

魚
沼
地
域
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
議
会
／
産
業
建
設
常
任
委
員
会
／
補

正
予
算
査
定
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、・

県
町
村
会
定
期
総
会
／
町
村
長
研
修
会
／
三
俣
地
域
振
興
対
策
要
望

（北

陸
地
方
整
備
局
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「

広
域
連
合
議
会
／
湯
沢
町
保
健
医
療
セ
ン
タ
ー
会
議

浅
貝
共
同
浴
場
協
議
／
広
域
連
合
議
会

桜
井
新
先
生
と
豪
雪
地
域
の
生
活
環
境
を
語
る
会
／
湯
沢
高
校
の
明
日

鮭
膀
峨
蟻
略
療
高
度
化
研
修
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，　
　
　
　
⑪

レ
rl
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下水道事業受益者負担金 (第 4期 )

納期限は、3月 31日⑪です。

□座振替納付の方は、3月 29日Θに引き落

としさせていただきます。

※納付は便利な「□座振替制度」もあります

ぜひご利用ください。

■湯沢町の交通事故発生状況■

負傷者数が昨年と比べ、10人増加して

います。

県内の平成 15年中の交通事故による

死者数 190人のうち、歩行中に71人、自

転車乗用中に 20人、二輪車乗用中に22

人が亡くなりました。

ドライバーだけでなく、歩行者 。自転

車も交通ルールとマナーを守りましょ

う。

本年 前年 増減

発生件数 15件 ′15作
!± 0件

死 亡 者 0人 0人 ± 0人

負傷者数 31人 21人 +10人

(平成 16年 1月 1日～ 2月 29日現在)



来
春
大
学
等

（専
門
学
校
等
含

む
）
卒
業
見
込
み
の
学
生
を
対
象

と
し
た
就
職
面
接
会
を
開
催
し
ま

す
。
優
か
な
着

い
人
材
を
確
保
す

る
絶
好
の
機
会
で
す
。
多
く
の
企

業
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
日
時
】

４
月
２十
日

（水
）
午
後
―
時
～

【
会
場
】

六
日
町
文
化
会
館

【
聞

い
合

わ

せ
】

ハ

ロ
ー

ワ

ー

ク

六

日

町

砒

７

７

２

●
３

１

５

７

白
動
車
の
売
買
を
行

っ
た
り
、

所
有
者
や
使
用
者
の
住
所
変
更
等

が
あ

っ
た
場
合
は
、
運
輸
支
局

ヘ

の
登
録
と
県

へ
の
申
と
が
蜂
要
で

す
。
な
お
、
自
動
車
税
は
車
検
証
の

登
録
名
義
を
も
と
に
課
税
さ
れ
な

す
。
　
　
　
　
　
　
一

も
う

一
度
工
し
く
登
録
さ
れ
て

い
る
か
確
誕
し
て
く
だ
さ
い
。
変

更
の
必
要
が
あ
る
場
合
は
３
月
割

日
ま
で
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

【問

い
合
わ
せ
】

○
白
動
車
取
得
税
と
白
動
車
税
の

申
告
は

県
税
務
課
新
潟
分
室

砒
０
２
５
ｏ
２
８
３
●
２
２
７
９

県
税
務
課
長
岡
分
室

Ｒ
０
２
５
８

●
２２

・
‐
‐
３
４

０
自
動
車
の
登
録
に
つ
い
て
は

新
潟
運
輸
支
局

砒
０
２
５
●
２
８
５
ｏ
３
１
２
３

新
潟
運
輸
支
局
長
岡
自
動
車
検
・

査
登
録
事
務
所

Ｒ
０
２
５
８

●
２２

・
‐
‐
３
１

【
日
時
】
　
　
　
　
　
　
　

一́

３
月
１８
日

（木
）

午
前
１０
時
ヽ
午
後
４
時
３０
分

・

【
会
場
】
　
　
　
　

・

塩
沢
町
公
民
館

　

　

ｔｉ

【内
容
】
　
　
　
　
　
　
　
′

フ・歩
加
者
自
身
で
旅
行
プ
ラ
ン
■

つ
く

る
課

題

研
究

ワ

ー
‐ク

ンヽ

ョ

ッ
プ

・
講
演
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

ｉ
塩
沢
町
で
実
施
さ
れ
た
体
験
旅

行
プ
ラ
ン
の
文
け
入
れ
報
告

・
昼
食
と
し
て
郷
土
料
理
の
試
食

会【募
集
人
数
】
　

．

５０
人
　
　
　
　
　
「
．

【参
加
料
】
　
　
　
　
　
　
＼

５
０
０
円

【
申
込
方
法
】

３
月
１６
日
（火
）
ま
で
に
電
話
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

【申
基

・
問

い
合
わ
せ
】

六
日
町
地
域
振
興
事
務
所

地
域
振
興
課

砒
７
，７
２

●
２
６
６
２

明

る

い
未
来

に
向

か

っ
て
、

色
々
な
こ
と
に
興
味
を
持
ち
、
意

【
日
時
】

３
月
２５
日

（木
）

午
後
―
時
３０
分
～

【会
場
】

働
く
婦
人
の
家

（大
和
町
浦
佐
）

【講
演
】

「ネ
パ
ー
ル

・
ム
ス
タ
ン
開
発
の

支
援
と
現
状
」

竜
藤

亨

氏

「国
際
交
流
　
親
境
３
，
１
０
０

メ
ー
ト
ル
の
進
展
」

原
　
十
賀
子

氏

【
ユ
催
】

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ネ
パ
ー
ル

・
ム
ス

タ
ン
地
域
開
発
協
力
会
　
南
比
魚

沼
支
部
　
　
　
　
　
　
　
．

〉

欲
的
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
！

【講
座
】

教
奏
講
座

（２
年
制
）
、
福
祉
ボ

ラ
ン
テ
イ
ア
講
座
、
パ
ソ
コ
ン
講

座

県
長
寿
社
会
振
興
財
団

砒

０

２

５

ｏ
２

８

５

●
１

４

０

０

【
期
間
】

６
月

～

Ю
月

′

【場
所
】

新
潟

ユ
ニ
ゾ
ン
ブ
ラ
ザ

【資
格
】

県
内
在
住
で
、
地
域
活
動
に
関

趙
の
あ
る
概
ね
６０
歳
以
上
の
方

【申
込
期
限
】

４
月
１５
日

（木
）

【聞

い
合
わ
せ
】

Ａ
誕
生
占
め
て
こ
う
ご
ぎ
＝
書
す

２
月
１０
日

　

高
橋

　
　
謝

　

さ
ん
　
　
（
一
之
町
、
忠
明

・
亜
希
子
さ
ん
）

２
月
１３
日
　
　
山
田
　
　
勲
帆ほ
　
さ
ん
　
　
（栄
呼
、
宏
行

・
由
貴
子
さ
ん
）

２
月．．
％
日

　

大
内

　

驀
郎

さ
ん
　
　
（石
白
、
義
和

・
典
子
さ
ん
）

２
月
１８
日

　

鋼
持

　

政
市

さ
ん
　
　
籟
牡
、
８０
歳
）

２
月
１９
日

　

田
村
　
　
利
へ　
さ
ん

　

（下
中
、
８６
歳
）

２
月
Ｚ
日

　

松
本

　

孝
治

さ
ん
　
　
・栗
町
、
７４
歳
）

２
月
２７
日

　

矧
持
　
藤
二
郎

さ
ん
　
　
・裕
川
、
８７
歳
）

２
月
２７
日

　

伊
藤

　

昭
和

さ
ん

　

（栄
町
、
７７
歳
）

２
月
２９
日
　
　
柳
　
　
優
子

さ
ん

　

（
一
之
町
、
４７
歳
）

※
類
似
文
字
で
表
記
す
る
場
合
ガ
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
広
報
に
掲
載
し
て
ほ
し
く
な
い
場
合
は
、
届
出
の
際
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

こ

し

鬱磐鍵め聰軽磯
2月届出分 3月 罰日現在  衛年とし)

生

亡

入

出

出

死

転

転

3

16

16

11

男

女

計

世帯

4,363(- 44)

4,531・ (- 76)

8,894(-120)

3,161(- 30)

広報ゆざわ H16.3.14  (14)


